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2013 年 11 月 18 日 

 

広島市長回答受け取りとその顛末報告 

 

「結・広島」 

広島市安芸区矢野町 752-29 

代表 原田二三子 

 

 既報のとおり、『結・広島』は「四国電力伊方 3号機再稼働問題に関する広島市長への質

問」を 11 月 12 日に提出し、広島市企画総務局秘書課長の岩崎学氏に受け取っていただき、

11 月 18 日回答を書面で受け取りに参上することを約しました。 

（文章が長いので後での検索用に小見出しを入れております） 

 

 

 

再稼働反対決議請願と温暖化対策課の「見解」との関係 

 

 質問書の要点は、 

  ① 「結・広島」の先頃広島市議会に提出した「伊方原発 3号機再稼働に反対する決

議」を求める請願書に関して市議会所轄常任委員会である『経済観光環境委員

会』委員長の豊島岩白議員の求めに応じ、広島市役所担当部局である広島市環

境局温暖化対策課が『見解』を豊島議員に提出し、これをこの問題に関する広

島市当局の見解として常任委員会に報告した。 

  ② この広島市当局（温暖化対策課）の見解は松井一實市長ご自身の見解であるか。 

 というものです。 

 

 考えてみればこの「質問」自体奇妙な質問でもあります。というのは広島市役所の長で

ある広島市長に対して、その傘下市当局が議会に対して示した見解に対して「これはあな

た自身の見解でもあるのか？」と聞いているわけですから。普通であれば聞かずもがなの

質問です。しかしこのケースではあえて聞いて見なければならない理由がありました。 

 

 「結・広島」の請願書の中身は、 

① 伊方原発の再稼働が近づいている、 

② 原子力規制委員会の「原発苛酷事故時の放射性物質拡散シミュレーション」と同じく

原子力規制委員会が決定施行した「原子力災害対策指針」（2013 年 9 月 5日施行）を合

わせ読むと、広島市は 1週間で 4mSv の被曝線量を被ることになり、「一時移転」の対
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象区域となる、 

③ 現在の原子力規制行政は決して原発の安全を担保しておらず、「確率論的安全性評価」

（PSA）の考え方の下に、原発再稼働の「基準適合性審査」を行っている、 

④ 従って伊方原発はフクシマ事故並の苛酷事故を起こす蓋然性をもつ、 

⑤ これは広島市民にとって「生存権」問題である、 

⑥ よって広島市議会は広島市民の生存権を守る立場から「稼働反対」を決議して中央政

府に政治的圧力をかけていただきたい、 

というものでした。 

 

 この「請願」に対して広島市当局の見解は、 

① 伊方原発問題はエネルギー問題である、 

② エネルギー問題は国（具体的に“国”とは何を指すのか不明です。日本国憲法では国ないし国家

とは国民そのものを指しますが、この場合の“国”は明らかに国民を指していません。前後を考え

れば“政府”ないし“政権”を指しているものと思われます）の専管事項である、 

③ 原発に対する信頼性はフクシマ事故で大きく損なわれた、 

④ 広島市としてはこの信頼性の回復に努めるよう要望している、 

⑤ 原発再稼働問題は、広島市としては国の進めているエネルギー政策見直しの中で適切

に判断されるものだと考えている、 

というものでした。 

 

 

伊方原発再稼働は「生存権問題」か「エネルギー問題」か 

 

 要点を整理すれば、伊方原発 3号機再稼働問題は広島市民にとって「生存権問題」と「結・

広島」が問題提起したのに対して、広島市当局は「生存権問題」の視点は無視したまま、

伊方原発 3号機再稼働問題という個別問題を、「原発問題」という抽象的一般論に置き換え

て、原発問題はエネルギー問題とこれも一般化し、その上でこれは「国の専管事項」なの

で国及び関係当事者が適切に判断するものと期待している、と答えています。 

 

 広島市当局は、「伊方原発 3号機再稼働は広島市民の生存権問題」という問いには何ら反

応を返さず、原発一般問題に置き換えて「エネルギー問題」だから広島市としては直接あ

ずかり知らない、と広島市議会に「見解」を示したことになります。 

 

 

ポスト・フクシマ時代の地方行政のありかた 

 

 この広島市当局の「見解」は、請願を提出した私たちにとって看過できないものとなり
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ました。1つには伊方原発 3号機再稼働問題を広島市民の生存権問題として把握しきれな

い広島市当局の鈍感さ、が上げられます。フクシマ事故前とポスト・フクシマ時代では、

地方行政のあり方は大きく変わりました。いや大きく変化しなければならないはずです。

これまでは政府のいうなりに中央行政の末端行政機関として地方行政の存在が曲がりなり

にも許されてきました。単に原発問題に止まらず、フクシマ事故が地方行政のあり方に対

して投げかけた問題提起は非常に深刻なものがありました。典型的には、その大部分が福

島第一原発から 30km 圏外にある福島県飯舘村の村長のコメントです。彼はいいます。「い

ままで国のいうとおりにやってきた。それが村民の避難という事態にまで立ち至った。こ

れまで国を信じてやってきたのに国に騙された」 

 

 地方自治体の最高責任者として「国に騙された」で済まされてはかないません。飯舘村

の村長が国に騙されたのなら、それは騙した国よりも騙された飯舘村の村長により大きな

責任があります。住民の立場からすればそうなります。なぜなら、飯舘村の住民の生命・

財産、一言でいうなら生存権を守り抜く直接の最高責任者は飯舘村の村長、という役職な

のですから。飯舘村の村長には大変気の毒な話ではありますが、少なくとも「ポスト・フ

クシマ時代」は、国のいうなりであってはならず、地方自治体といえども自ら調査研究し、

住民の生存権は、第一義的にその自治体首長が守り抜くという姿勢を示してもらわねば困

ります。少なくともそれが「フクシマ事故」から学んだ「ポスト・フクシマ時代」の地方

行政の姿勢だ、といっても言い過ぎにはならないでしょう。 

 

 この観点から見れば、広島市当局の姿勢は旧態依然たる「フクシマ事故前」の行政姿勢

です。 

 

 

主体性放棄・判断停止状態の広島市当局 

 

 2 つめは 1点目の姿勢からくる必然の結果ですが、「原発問題はエネルギー問題」「エネ

ルギー問題は国の専管事項」「よって地方自治体たる広島市は国の判断を見守る」「国は適

切に判断してくれるだろう」とする主体性放棄の広島市当局の姿勢です。いわば判断停止

状態にあるこの広島市の姿勢は、この市当局に私たちの生命・財産を預けて本当に大丈夫

なのだろうか、という不安をいやが上にもかき立てます。 

 

従って「広島市長も全く同じ考え、姿勢なのだろうか」という質問をぶつけてみたくな

ることとなります。広島市長に質問をしてみたい、と考える理由はもう 1つあります。そ

れは広島市長は私たちが直接選挙で選んだ存在だという点です。広島市民は、たとえば環

境局温暖化対策課長を直接選任することはできません。が、広島市長は直接選挙で選ぶこ

とができます。広島市長が不適切であれば私たちは直接広島市長を取り換えることができ
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ます。したがって広島市長に直接質問する行為は、私たちの選挙による選択は間違いがな

いかどうかの確認作業でもあります。 

 

 こうした背景から私たちは質問書を提出したのです。 

 

 

温暖化対策課登場の同義反復 

 

 18 日、質問書回答を受け取りに秘書課を訪れました。すぐに担当者に回答をもってこさ

せるというのでしばらく待っていると、なんと現れたのは広島市議会に市当局の「見解」

を提出した当の担当部局「温暖化対策課」でした。 

 

 「温暖化対策課の見解は本当に広島市長の見解なのか」という質問に対して、回答をも

って現れたのが温暖化対策課なのですから、これは典型的な同義反復（トートロジー）です。

（現れたのは温暖化対策課長の山崎孝通氏と直接担当者の福長賢氏の 2 名）そして課長が提出したの

がこの回答書です。 

 

 この時私たちの取り得る態度は幾通りかありました。1つは広島市長に対して上記いき

さつで提出した質問書に対して、温暖化対策課長名でのこの回答内容では、回答になって

いない、全くの同義反復であるとして回答書を受け取らないやりかた。2つ目は取りあえ

ず話し合いをして、その上で判断するというやりかた。3つ目は「回答書」として受け取

りその解釈はあとでする、というやりかた。結局 2つめのやりかたを取ることにしました。 

 

 市当局側は 2名、私たち「結・広島」は代表の原田二三子と事務局の哲野イサクと網野

沙羅の 3名、それに秘書課長の岩崎氏がやや離れて立ったまま遠巻きにこれを眺めるとい

ったいささか珍妙な光景で、話し合いとも交渉ともつかぬやりとりがはじまりました。や

りとり自体は 1時間半近くかかりましたが、かけた時間の割には内容は薄く、同じ問答の

繰り返しが多く、以下要点だけを記します。 

 

 

松井市長の回答なのかどうか不明確のまま 

 

①  これは松井市長の回答なのか？ 

 この回答書は温暖化対策課長名での回答となっているが、松井市長の回答なのかどうか、

という質問に対して、対策課は「市役所は組織であって、市長に対する質問を担当部局名

で回答することはよくあることだ。市長と担当部局は一体である」というものでした。 
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 これに対して「一般的に広島市長や広島市に対する質問に担当部局が替わって回答する

ことはよくあることだし、そのこと自体は理解できる。しかし今回はそのケースに当ては

まらない。担当部局の見解に対してこれは市長も同じ見解か？と問うているのが質問の趣

旨だ。それに対して担当部局が出てきて回答するのでは、論理学でいう典型的な同義反復

だ。このままは受け取れない。質問の成り立ちが理解されていない」と反論しました。 

 

 これに対して山崎課長は「広島市長も同意見である」と捕捉したので、「松井広島市長も

同意見という趣旨ならば、同義反復にはならない。それを文書化して欲しい。文書化の証

としては、一筆手書きでいいので山崎課長名の前に“広島市長松井一實代理”と書き添え

て欲しい」と迫りましたが、山崎課長はこれを拒否、あくまで自分名での回答書の形式を

崩しませんでした。この回答が松井市長の見解であることは確認できましたが、文書化を

断られたので、そのままとしました。 

 

論点すり替えの回答 

 

② 内容そのものが質問の回答になっていない。 

 「私たちの論点は“伊方原発 3号機再稼働問題”であって、しかも広島市民の“生存権”

問題として扱っており、その角度から質問をしている。これに対してこの回答の構造は、

伊方原発 3号機再稼働問題という論点にはまったく触れず、構成としては“伊方原発 3号

機再稼働問題”は“原発問題”、“原発問題はエネルギー問題”“エネルギー問題は国の専管

事項”“広島市は国のエネルギー政策を見守る”という流れになっている。原発問題が“エ

ネルギー問題”という論点がありうることは理解できる。しかしこの質問書はその視点か

ら論じていない。つまりこの回答は論点をすり替えている。論理学でいう典型的な“論点

すり替えの詭弁の誤り”を犯している。質問の論点についてはなんら回答していない」と

いうのが私たちの立場。 

 

 これに対して「質問の論点は理解している。だからこうして説明している。原発問題が

広島市民の“安全・安心”を脅かす状態になれば、広島市として当然対応をとるが、現在

のところその証拠はない」という口頭の回答が対策課の立場。 

 

 「それはそれで結構だ。広島市の使う“広島市民の安心・安全”（これは繰り返しどこかで

聞くフレーズですが）は私たちの“生存権”とほぼ同じ意味だと思う。質問の論点が理解さ

れていて、広島市民の生存権が脅かされる状況、あるいはその恐れがある時には、広島市

は独自に動くということあれば、その旨を回答に書いて文書化して欲しい。口頭で回答し

たんだから、文書にすることには不都合はあるまい」と迫ると、なぜかこれは拒否。 

 文書上では「原発問題はエネルギー問題」という立場を一切崩さないという決意が固く、

あとは繰り返しの押し問答。 
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原子力災害対策指針を自分の頭で読むかどうか 

 

③ 広島市民は生存権の脅威にさらされているか 

②の中の話で唯一論点がかみ合った話題があります。それは“広島市民の安心・安全がお

びやかされているか、あるいはおびやかされそうな証拠があるか”という問題です。要す

るにこれは原子力災害対策指針と同じく規制委の公表した原発苛酷事故時の“放射性物質

拡散シミュレーション”をどう読むかという問題に帰結します。私たちの指摘している問

題でもあります。対策課の理解は、“国”なり“規制委”なりが、原発苛酷事故時に広島市

が何らかの対策が必要だ、という明示がない、という点につきます。確かにシミュレーシ

ョン自体作成した目的は、原発 30km 圏内を“原子力災害重点区域”とすることの妥当性を

裏付けることにあり、広島市は 30km 圏外にありますから重点区域ではなく、従って原子力

災害時の広域避難計画対象区域から外れています。しかし、広島市は 30km 圏外で、災害対

策指針でいう OIL2（一時移転対象区域）となりうる蓋然性があることは、シミュレーショ

ンで示された「原発からの距離と被曝線量関係グラフ」から明らかです。 

 

 しかし対策課は、「“広島市”の明示がない」、の一点張りで「従って“広島市民の安全・

安心”が脅かされている、あるいはその恐れがある状態ではない」と主張します。思わず

「そこまで国にいうなりなのか、自分の頭でモノを考えてみるという姿勢はないのか」と

なじったほどでした。それぞれの自治体が自分自身で調査・研究をし、自分自身で地域住

民の「生存権」を守る、これが「ポスト・フクシマ時代」の地方自治体のあり方でしょう。

後から「国に騙された」といってみてもはじまらないのです。ところが広島市の姿勢（恐

らく全国の多くの自治体も）は、「フクシマ事故前」の姿勢と全く変化がありません。（この場

合“国”とは単に日本政府を指しているのに過ぎないのですが･･･）もしこれが松井市政の根本的姿

勢ならば（山崎課長の口頭での回答を信ずるならば、これが松井市政の姿勢ということになりますが）、

“ポスト・フクシマ時代”にはふさわしくない極めて危険な姿勢、ということになりまし

ょう。 

 （なおこのやりとりの最中、対策課が“EPZ”という言葉を使ったので、対策課がいまだに古い原子力

災害対策指針を使っていることが明らかになりました。現行の対策指針では“EPZ”という用語は廃止さ

れ、“UPZ 外”と一緒に大きく括られています。お粗末な話です） 

 

 

“安全基準”は慣用的に使用が許されている？ 

 

④ “安全基準”という用語の妥当性 

 さらに、対策課が広島市議会に示した「見解」の中で「国の動き」として安倍首相の言

動を再三再四「安全基準」という言葉をそのまま引用して、市議会に報告している個所だ

けは、解釈の問題ではなく事実関係の問題だから訂正しておくべきではないか、と指摘し
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ました。これに対して対策課は「安全基準」という用語の誤りを認めつつも、慣例として

「規制基準」という言葉を替わりに「安全基準」という用語を使用することは認められて

いる、と反論しました。しかしこれは大きな問題で「安全基準というと基準を満たせば原

発は安全であるかのような誤解を生む」（田中原子力規制委員委員長）という理由でわざわざ

正式に「安全基準」を廃止し、「規制基準」という用語に差し替えたいきさつがあります。

広島市のような地方自治体、特に対策課のような担当部局は積極的にこうした誤解に基づ

く用語の誤った使用を訂正していく立場にあります。それが「慣例として許されている」

という認識では、いかに担当部局が現在の規制基準なり原子力規制委員会規則なりを理解

していないまま、この問題（原発の危険性）に対応しようとしているかを表しています。 

 

 さらに「少なくとも、市議会に示した見解にはミスリードにつながる用語法があるのだ

から訂正ないしは注釈を加えるべきだ」と指摘したところ、「安倍首相の言葉を引用しただ

けで首相の言葉を訂正するわけにはいかない」との回答。それはもっともなことなので「そ

れでは注釈を入れたらどうか」と提案すると「対策課は解釈は行わない」（山崎課長）との

回答でした。「国の動き」として安倍首相の言動を中心にピックアップして議会に報告する

こと自体、1つの立派な解釈なのですが、このあたりにくると私たちは、対策課の詭弁（論

点すり替えや先決問題解決の要求、同義反復など）に疲れてしまい、もう山崎課長の恣意的な言

い分の追及を行おうとする気力すら失せていました。後は広島市議会がこの用語法を使い

続ける広島市当局の姿勢を黙認するかどうかです。「ポスト・フクシマ時代の地方行政はど

うあるべきか」という課題はなにも広島市当局にばかり突きつけられた課題ではなく、同

様に広島市議会にも向けられています。 

 

 結局私たちはこの回答書ならぬ「回答書」を書面で受け取り、詭弁に終始し、危機感の

薄い広島市当局の現状を証拠立てる 1つの資料として受け取って帰り、解説記事（すなわち

この一文）を添えて公表し、広島市民に警告を鳴らすことにしよう、と決めてやりとりをこ

ちらから打ち切って広島市役所を後にしたのでした。 

 

 ただ私たちのために多くの時間を割いていただいた関係各位には謝意を表します。いか

に不毛と見えようとも対話・討論はすべての出発点であり、ソリューションへ向けての“偉

大な母”だからです。 

 

【後記】 

折角「温暖化対策課課長」と話す機会なので、前々から抱いていた疑問「原発問題はな

ぜ温暖化対策課が担当部局なのか」という質問をしてみました。山崎課長の回答は、「環境

問題はエネルギー問題と密接な関係がある、また、原発はエネルギー問題なので温暖化対

策課が担当している」との回答でした。どうも釈然としない回答です。 

広島市の原発問題に対する対応の仕方は、環境省の対応の仕方と極めてよく似ています。
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環境省においては、温暖化対策とは要するに「温室効果ガス」（CO2 やメタンガスなど）を

いかに削減するかという政策課題と同義です。原発は全く CO2 やメタンガスを排出しない

エネルギー手段として捉えられていますので、環境省にあっては原発推進は温室効果ガス

削減の有力なエネルギー手段として位置づけられています。つまり環境省は本質的に「原

発推進」なのです。広島市の原発問題のポジショニングが基本的に環境省と同じ、という

ことは、広島市もまた原発を温室効果ガス削減手段としてとらえており、だから担当部局

が温暖化対策課なのです。つまり広島市の態勢は“原発推進”と考えられます。 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


